
学習

冨冨下

市
で
は
、
2
0
1
4
年
度
か

内
の
全
1
3
小
中
学
校
（
小
学

中
学
佼
4
）
で
、
生
活
科
、
総

学
習
の
時
間
を
使
っ
た
「
縄

（
縄
文
・
市
民
科
）
学
習
」
を

ー
ト
し
た
。
身
近
に
あ
る
2
体

宝
土
偶
を
は
じ
め
と
す
る
縄
文

の
遺
産
を
教
材
と
し
た
「
探
究

学
び
」
を
目
指
し
、
小
学
1
年

中
学
3
年
ま
で
の
全
学
年
で
取

ん
で
い
る
。

学
習
の
基
盤
に
は
、
市
全
体
で

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
縄
文
文

学
ん
だ
り
、
発
表
し
た
り
で
き

設
（
尖
石
縄
文
考
古
館
、
市
公

、
美
術
大
学
の
施
設
等
）
の
充

実
が
あ
る
。
「
縄
文
を
深
く
知
る
」
「
自

ら
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
」
「
故
郷

へ
の
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
子
ど

も
の
育
成
」
を
目
標
と
し
、
市
の
教

育
プ
ラ
ン
（
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
プ

ラ
ン
）
の
中
核
と
な
る
活
動
で
も

ある。小
学
校
で
は
縄
文
の
人
・
も
の
・

こ
と
を
体
感
す
る
縄
文
体
験
活
動
や

探
究
活
動
を
行
う
中
で
「
自
立
・
協

働
・
創
造
」
の
学
び
を
深
め
葛
こ
と

を
目
指
す
。
中
学
校
で
は
小
学
校
の

学
び
を
基
に
、
ふ
る
さ
と
茅
野
市
や

地
域
の
よ
さ
、
課
題
に
目
を
向
け
、

自
分
な
り
に
探
究
す
る
活
動
の
中
で

自
立
、
協
働
、
創
造
の
学
び
を
深
め

る
。
市
教
委
で
は
「
既
存
の
教
科
学
習

で
は
学
べ
な
い
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、

他
の
教
科
で
は
獲
得
で
き
な
い
価
値

を
学
ば
せ
た
い
」
と
考
え
る
。

体
験
活
動
は
、
土
器
づ
く
り
、
野

焼
き
、
縄
文
か
る
た
、
染
物
、
火
お

こ
し
、
縄
文
料
理
、
村
づ
く
り
、
縄

文
を
取
り
入
れ
た
音
楽
会
や
運
動
会

の
発
表
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
市
青

少
年
自
然
の
森
で
の
宿
泊
体
験
の
中

に
阻
み
込
む
学
校
も
あ
る
。
9
年
間

の
縄
文
′
・
市
民
科
学
習
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
展
開
し
て
い
る
。

毎
年
、
保
護
者
や
地
域
の
人
た
ち

に
も
縄
文
学
習
の
取
り
組
み
を
知

っ
て
も
ら
苛
つ
と
発
表
の
場
も
設
け

て
い
る
。
今
年
度
は
茅
野
市
民
館
で

の
ー
「
縄
文
ア
ー
ト
展
」
や
市
広
報

係
の
協
力
で
ビ
デ
オ
撮
影
映
像
の
放

映
（
コ
ロ
ナ
禍
以
降
）
を
計
画
し
て

る
と
、
ソ
ト

h
ソ

と
盛
暑

いる。縄
文
ア
ー
ト
展
は
、
市
民
ら
が
提

案
し
た
企
画
を
同
館
が
サ
ポ
ー
ト
し

て
実
現
す
る
「
茅
野
市
民
館
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
」
の
一
環
。
も
の
づ
く
り
関
連

の
発
表
の
場
に
億
置
付
け
て
い
る
。
．

薯
、
出
品
数
も
増
え
、
昨
年
は
土

警
報
丑
な
ど
を
は
じ
め
、
縄
文
文

肇
フ
ン
プ
宅
1
ド
や
麻
袋
で
作
っ

た
衣
服
な
ど
個
性
豊
か
な
大
小
1
0

0
0
点
余
り
が
館
内
や
中
庭
に
並
ん

だ
。
映
像
は
5
～
1
0
分
の
番
阻
を
制

作
し
、
年
度
末
に
市
の
ど
」
ナ
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
放
映
す
る
。

市
教
委
で
は
「
縄
文
人
の
生
き
方

に
学
び
、
故
郷
に
生
き
る
喜
び
を
感

じ
ら
れ
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
き
た

い
」
と
し
て
い
る
。

（
こ
の
企
画
は
茅
野
総
局
・
手
塚
洋

一
、
平
岡
大
輝
、
武
井
葉
子
が
担
当

し
ま
し
た
）


